
― 医 薬 品の 適正 使 用 に欠 かせ な い 情報 です 。 必 ずお 読み く だ さい 。―  
２ ０ ０ ８年 １月  

鶴 原 製 薬株 式会 社    
シバスタン錠 200mg 使用上の注意改訂のお知らせ   

拝啓、時下益々ご清祥の段お慶び申し上げます。 
平素は弊社製品に対し格別のお引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。 
この度、シバスタン錠 200mg の使用上の注意を下記のとおり自社改訂致しましたのでご連絡申し上げます。 
今後のご使用に際しましては、新しい〔使用上の注意〕をご参照下さいますようお願い申し上げます。 

敬 具   
記   

◆「相互作用 併用注意」の項を下記のとおり改訂致します。（下線部改訂箇所） 
改      訂      後  改      訂      前  

  

以  上  

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

テオフィリン 
アミノフィリン 

テオフィリンのCmaxが
17%、AUC が 22%それ
ぞれ上昇したとの報告
がある。テオフィリンの
作用を増強させる可能
性があるので、併用する
場合にはテオフィリン
を減量するなど適切な
処置を行う。 

テオフィリンの肝での
代謝を抑制し、クリア
ランスを減少させるた
めと考えられている。
肝障害のある患者、高
齢者では特に注意す
る。 

フェニル酢酸系非ステ
ロイド性消炎鎮痛剤 
ジクロフェナク、ア
ンフェナク等 

プロピオン酸系非ステ
ロイド性消炎鎮痛剤
（ただし、ケトプロフ
ェンとは併用禁忌） 

ロキソプロフェン、
プラノプロフェン、
ザルトプロフェン等

痙攣を起こすおそれがあ
る。症状が認められた場
合、両剤の投与を中止す
るなど適切な処置を行
う。 

併用により、ニューキ
ノ ロ ン 系 抗 菌 剤 の
GABAA 受容体への阻
害作用が増強され、痙
攣が誘発されると考え
られている。 
てんかん等の痙攣性疾
患又はこれらの既往歴
のある患者、腎障害の
ある患者では特に注意
する。 

シクロスポリン 相互に副作用（腎障害等）
が増強されるおそれがあ
るので、頻回に腎機能検
査（クレアチニン、BUN
等）を行うなど患者の状
態を十分に観察する。 

発現機序の詳細は不明
であるが、相互に肝で
の代謝を抑制し、一方
又は両方の血中濃度が
上昇するためと考えら
れている。 
肝障害のある患者、高
齢者では特に注意す
る。 

ワルファリン ワルファリンの作用を増
強し、出血、プロトロン
ビン時間の延長等があら
われることがある。 

発現機序の詳細は不明
であるが、ワルファリ
ンの肝での代謝を抑制
し、クリアランスを減
少させるためと考えら
れている。 

グリベンクラミド グリベンクラミドの作用
を増強し、低血糖があら
われることがある。 

グリベンクラミドの肝
での代謝を阻害すると
の報告もあるが、発現
機序の詳細は不明であ
る。 

メトトレキサート メトトレキサートの血中
濃度が上昇し、作用が増
強されるおそれがある。
併用する場合には患者の
状態を十分に観察する。 

発現機序の詳細は不明
であるが、メトトレキ
サートの腎尿細管から
の排泄が阻害されるた
めと考えられている。

アルミニウム又はマグ
ネシウム含有の制酸剤
等 
ケイ酸アルミニウム、
水酸化アルミニウム
ゲル・水酸化マグネシ
ウム、スクラルファー
ト等 

鉄剤 
カルシウム含有製剤 
マグネシウム含有製剤

ジダノシン錠 

本剤の吸収が低下し、効
果が減弱されるおそれが
あるので、本剤服用後２
時間以上あけるなど注意
する。 

多価金属イオン含有製
剤を併用した場合、難
溶性のキレートを形成
し、本剤の消化管から
の吸収を減少させ、血
中濃度を低下させるた
めと考えられている。

カルシウムを多量に含
有する飲料 
 牛乳等 

本剤を空腹時にカルシウ
ムを多量に含有する飲料
と同時に服用すると、本
剤の吸収が低下し、効果
が減弱されるおそれがあ
る。 

多価金属イオンと難溶
性のキレートを形成
し、本剤の消化管から
の吸収を減少させ、血
中濃度を低下させるた
めと考えられている。
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中濃度を低下させるた
めと考えられている。

カルシウムを多量に含
有する飲料 
 牛乳等 

本剤を空腹時にカルシウ
ムを多量に含有する飲料
と同時に服用すると、本
剤の吸収が低下し、効果
が減弱されるおそれがあ
る。 

多価金属イオンと難溶
性のキレートを形成
し、本剤の消化管から
の吸収を減少させ、血
中濃度を低下させるた
めと考えられている。

 


